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派ではそれは「（4対 3)=(9対 8）×（9対 8)x(256対 243）であったのが、
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このずれは中国の学者を悩ませたらしく、前漢の京房（前 77～前 37) 
はずれを縮小するために 12律を 60律まで拡大している。その方法は
『後漢書』の「律暦志上」に詳しく説明されており、その生成の概要



























































































































Isl)aq al-Mau写ilI(850残）の音律は図 6のようである I0）。
これをオクターヴだけ取り出してみると、図 7のように 90セント（ピ
ュタゴラス・リンマ Pythagorean limma）・ 114 セント（アポトメー
- 6 -
apotome) ・ 204セント（大全音）の 3種の隔たりをもっ 9律からなり、変
ホ音（及び変イ音）はやや低くなるのが特徴である。
この点に関しては、これより少し以前のヴードの名手ザルザル
















合ホ音から出発して完全 4度（498セント）を 8回重ね（ホーイ ニ ト
ーハ へ変ロ 変ホ 変イ）、これをハ音からオクターヴの枠内に収
める形で配列すると（ハーニー変ホ ホーへ ト 変イ イ 変ロ）、
図 7の 9律が得られる。同様にアッ＝ディーンの場合もホ音から出発
して完全 4度を 16回重ね、これをハ音からオクターヴ枠内に収めると
図 9の 17律が得られるのであり、結局彼らは完全 4度を単位として上
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＇）商 llでの完全な等分of.均律については、ステフィーン SSlevinが 1600年頃
に 1切を用いて算定したのが初めてと言われ、その後ファウルハーハー
J.Faulhaberが 1630年に対数を用いて 12平均律を記述しており、 1636年になる
とメノレセンヌ M Mersenneが楽器調律の実際に言及している。これについては、




ク、昭和 59年、 1I 2p.を参照。
6) Manomohan Ghosh, The Nii/yαSiistra. vol. Calcutta: The Asiatic Society. p.7 
(Bibliotheca Indica, Work Number 272) 
') Ibid., p.8. とこではインドの音階を形成する 7つの音 svaraをサ Sa、リ Ri、
ガ Ga、＂ Ma 、パ Pa、夕、 Dha、ニ Nlの略称で訳出したが、正式;j',は各々、／ヤ
ツジヤ平a<;Ija、リシヤノミ ~~abha、ガーンダーラ Gandhara 、 7 ディヤ？ Madhyama、
パンチャ？ Pailcama、ダイヴァタ Dhaivata、ニシャーダ Ni$adaである
8) Curt Sachs, The Rise of Music in the Ancient World, East and West. New York: 




1これについては、「音楽大事典』第 l巻、平井Lt上、昭和 56年、 pp.I14～l 15（イ
ンド「今日の理論Jの項目）を参照。
10) Henry George Farmer,"The Music of Islam，＇’in Egon Wellesz(ed）司 TheNew Oxford 
History of Music. Vol. I-Ancient and Oriental Music. London: Oxford University 
Press,1957. p.457 
') Ibid., p.463. 
Cf. Baron Rodolphe D『erlanger, La musique arabe. tome Paris: Librair1e 
orientaliste Paul Geuthner, 1938. pp.371～375. 
12）より詳しく言うと、ピュタコラス・コンマは 23.460セントでリンマは 90.225
セントだが、ことではそれぞれ 24セントと 90セントで表記している。なおこ
れらを合わせた l14 （正確には l13 .685）セントがアポトメーとなる。
13) 4度を上に積み重ねることは Fに向かつて 5度を積み重ねることと [n']じこと
になり、ピュタゴラス音律の方法と同じ考え方であるものの、｜白lきが反対にな
っているのがアラヒア理論の独向性であろう。
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